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 学校行事・地域行事について 

２学期は、文化祭や音楽会、運動会や体育大

会など、様々な行事が行われると思いますが、

各学校では、新型コロナウイルス感染症の予防

対策を取りながら、これまでのやり方を改めて

見直し、工夫を凝らして取組を進めていただい

ているところだと思います。 

各地域でも秋祭りなど、これまで中止してい

た行事が再開され、10 月 16 日に柳生で開催さ

れた「コスモス祭」では、子ども達がコスモス

の摘み取りや芋ほり体験などを元気いっぱい参加している姿がありました。 

それぞれの地域で行われる、祭りや行事を通して、地域の伝統を守りつなげようとする人

たちの思いに触れ、子どもたちが自分の生まれ育った地域に愛着を感じ、誇りを持ち文化や

伝統を受け継ごうという心を育む「世界遺産学習の機会」としてください。 

また、10 月 30 日には奈良市一斉の総合防災訓練があります。子どもたちも地域の一員で

す。学校でも触れていただき、いざというときに対応できるよう防災意識を高めていってく

ださい。 

 

 新型コロナウイルス感染症について 

７月から全国的に拡大した第７波も、感染者が減少し収束の兆しが見られるようになって

きました。一方、この冬は、新型コロナウイルスと並行してインフルエンザが流行する予測

も出されています。感染対策として共通している部分もたくさんありますので、これまで同

様に日々の感染予防に努めていただき、もし流行したときの対応など予想される様々なケー

スを想定して、いざという時にあわてなくていいように準備をお願いします。 

 

 ICT の活用について 

奈良市では一人１台のタブレット端末を導

入してから丸２年が経過しました。各学校でも

日常的に ICT を活用した授業に取り組み、子ど

もたちの活用も随分進んできたと感じていま

す。 

子ども達のできることが増え、これまででき

なかった教育にも取り組み、さらには、これま

でにない新しい教育に取り組む視点をもち、一

歩踏み込んだ活用の工夫をお願いします。 



 夏休みに指導主事が皆さんの学校を訪問し、ICT の活用状況や取組ついての話を聞かせて

いただきました。また、これからの「ICT を活用した本市の学び」の方向性について説明し

ました。 

9 月には、オンラインによる校長先生方の

「ICT 情報交換会」も実施しました。情報交換

会で話されていた内容から、子どもたちが「自

分で端末を管理することができているか」、「そ

の端末を日々使用する必然性をつくることが

できているか」、「自由な発想で端末を使える授

業をつくることができているか」という、３つ

の観点が大切だと感じました。 

各校の工夫した活用事例を、積極的に自身の

学校の先生方にも広げ、全ての市立学校での活用が確実に推進されるようお願いします。 

 ICT の活用は目的ではなく、あくまでも学びの質を高めるための手段です。ICT を活用し

て〈個別最適な学び〉と〈協働的な学び〉を充実させ、学習指導要領にある「主体的・対話的

で深い学び」につなげてください。 

 

 教職員に対するマネジメントについて 

8 月 31 日に、文部科学省から「改正教育公

務員特例法に基づく公立の小学校等の校長及

び教員としての資質の向上に関する指標の策

定に関する指針の改正等について」の通知が出

されました。 

教員に求められる資質能力として、①教職に

必要な素養、②学習指導、③生徒指導、④特別

な配慮や支援を必要とする子供への対応、⑤

ICT や情報・教育データの利活用、の５つが挙

げられています。 

また、校長先生方に対しては、教職員の資質向上などの「人材育成」、様々な情報を収集・

整理し、分析・共有して学校評価を行い、学校運営に生かしていくという「アセスメント能

力」、そして、地域の教育力や社会とつながり、学校の教育力を高めていくための「ファシリ

テーション能力」などの資質能力が、通知の中で示されています。 

この中の、「教職員の人材育成」について、全ての教員がメンター・メンティのペアを組む

OJT 研修を校内研修に位置づけている学校があります。この学校では、日頃から何でも聞き

合える関係ができ、知りたかったことだけでなく、それ以上のことも教えてもらい、お互い

が良い刺激になっているといいます。 

また、週に数回授業を見合い、放課後に短時間の振り返りの時間を設けている学校もあり

ます。この学校では、普段から自分たちの授業に関する話をし合うことで、様々な教員に支

えられているという実感を持つことができ、安心して相談できる雰囲気が職員室に生まれて



いるといいます。 

これらの学校に共通していることは、「一人

で問題を抱え込まない組織づくりの役割も果

たしていること」、二つ目に、「管理職を中心に、

ミドルリーダーが機能するネットワークとな

っていること」、三つ目に、「職員室の中で、仲

間同士が互いの実践について忌憚のない意見

を出し合い、振り返ることができる雰囲気があ

ること」だと思います。 

ここ数年、ベテランの先生方の退職に伴い若

手教員が増え、また、産休・育休などによる若い講師の先生方も増えています。一方、子ども

たち一人一人の個性や発達に合わせたきめ細やかで丁寧な指導が求められ、保護者の学校へ

の要望も多様化しています。 

教職員が気持ちの面で追い込まれる前に、早めの対応が重要となります。普段から教職員

一人一人の様子に心を配り、話をしっかり聞き、悩みの相談に乗りながら一緒に解決策を考

えていくようにお願いします。教育委員会としてもしっかりと校長先生方をサポートしてい

きます。 

 


